
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編集後記 
偉大な作家、司馬遼太郎の作品「街道をゆく」シリーズの中に縄文時代に関

することが掲載されていました。「縄文時代、東日本全体が世界でもっとも住

みやすそうな地だったらしいと、考古学者によって想像されている。」という

一節が載っています。このことは、福島市も当然この地域に含まれていると思

われます。国史跡でもある、宮畑遺跡や和台遺跡その他数多くの遺跡が市内に

存在することによっても確認できます。 

上記のことを参考に、これから「じょーもぴあ宮畑」ではいろいろなイベン

トが催されますが、多くの方がこれに参加し遺跡に関する知識を習得されるこ

とを望みます。 

 

シリーズ 福島市の縄文遺跡 

 

人体部分は２０㎝。

立体的な表現で人

の全身が描かれて

います。 

◀人体文土器 

 第１回 和台遺跡  
わ  だい  い  せき 

福島市飯野町で発掘された縄文時代中期（約

４０００年前）の遺跡です。阿武隈川を臨む高

台に位置し、２３０棟を超える竪穴住居、掘立

柱建物、子供の墓と思われる埋甕、食べ物をた

めておく貯蔵穴、動物を捕るための落とし穴、

土器捨て場など多数の遺構が見つかりました。

中でも人体文土器と狩猟文土器は非常に珍し

いものです。 
縄文時代中期のムラ全体の様子、縄文人の精

神生活などを知る上で貴重な遺跡であること

から、平成１８年に国史跡となっています。 

 

いいのまち 

うめがめ 

じんたい もん ど き しゅりょう もん ど き 

 

いいざかまち

***次回は、上岡遺跡（飯坂町）を紹介します。おたのしみに。***
かみおかいせき 

「縄文シティサミットｉｎふくしま」関連展示として、

ふれあい歴史館において、特別展示「発掘されたふくし

まの縄文時代」を開催中です。ぜひ、ご鑑賞ください。

 

■開催期間：平成２２年９月２６日（日）まで 

■場  所：ふれあい歴史館 

■お問合せ：℡５２１－５３１８ 

発掘されたふくしまの縄文時代展 

⇒上岡遺跡の土偶も展示しています！ 

お知らせ 

▴遺跡周辺地図 
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整備の様子をのぞいてみよう 

現在の宮畑遺跡では、東北地方でも最大級となる

直径90cmの柱を使用した4本柱の掘立柱建物（1

号掘立柱建物）の復元工事が行われています。 

4 本の柱のうち 2 本が直径９０ｃｍに達してお

り、年輪の数を数えたところ、年輪が１０６本確認

できました。また、1 本の重さが３ｔ以上もあるこ

とがわかっており、縄文人はどのように９０ｃｍの

柱を切ったり、柱を立てたりしたのでしょう。 

１号掘立柱建物の復元工事は、7 月はじめに開始

され、７月初頭は復元する位置の確認や基礎部分の

工事、7 月下旬からは９０ｃｍの柱の立ち上げ、柱

や梁の組上げが行われています。７月末には、高さ

７．３ｍの２階建て風の巨大な掘立柱建物が姿を現

しました。 

8 月上旬から屋根のふきあげが行われ、じょーも

ぴあ宮畑まつりの際には、ほぼ屋根がふきあがった

状態の掘立柱建物を見学いただける予定です。9 月

から 10 月頃には、じょーもぴあ宮畑でもっとも巨

大な掘立柱建物が完成します。 

これで、４棟のうち３棟の掘立柱建物が完成にな

り、最後の１棟は来年度に復元が行われます。 

 

 事務局：福島市教育委員会 文化課 

    〠960-8601 福島市五老内町 3 番 1 号 

    ☎024-535-1111 内線 5375・5376 

発行：じょーもぴあ宮畑サポートネットワーク 

編集：公開・発信・活用協力会 
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み や   は た 

 

 

「じょーもぴあ宮畑だより」の発行、おめでとうございます。 

じょーもぴあ宮畑は、平成２６年度に全面オープンを予定しておりますが、史跡 宮畑

遺跡を保存するとともに、福島の財産として市民の皆様に利活用いただき、個性豊かなま

ちづくりとしての活用の場としてまいりたいと考えております。 

平成２１年度には、市民のみなさんと市内団体で構成する「じょーもぴあ宮畑サポート

ネットワーク」を設立、平成２２年度より市民との協働によるじょーもぴあ宮畑の活用に

ついて、各部門において具体的な活動が進められています。 

本市といたしましては、平成２６年度のじょーもぴあ宮畑の開園に向け、魅力あふれる

施設となるよう、じょーもぴあ宮畑サポートネットワークのみなさんと共に取り組んでま

いりたいと考えておりますので、今後ともご理解とご協力をいただきますよう、お願いい

たします。 

福島市教育委員会 教育長 佐藤俊市郎

じょーもぴあとは「縄文時代を身近に感じられるユートピアのような場所」の意味です 

史跡 宮畑遺跡 

第 ２ 号 

平成２２年８月 

直径９０㎝！ 

宮畑遺跡の 

シンボル 

「掘立柱」 

← 平成 21 年度に完成した 

掘立柱建物 

（柱の直径は約４０cm） 

↑ 現在の状況（柱の加工） 

９０ｃｍの柱の組み上げ → 

↑ 現在の状況 

（屋根の補強） 

ほったてばしらたてもの



 

 

活活動動紹紹介介  第第 11 回回  

「「じじょょーーももぴぴああ宮宮畑畑ササポポーートトネネッットトワワーークク」」ににつついいてて  

「じょーもぴあ宮畑サポートネットワーク」は

福島市のまちづくりの指針に基づき、市民との協

働によるじょーもぴあ宮畑の保存と活用を目的

として平成２１年度に設立された組織です。 

現在、１０５の個人および団体がじょーもぴあ

宮畑サポートネットワークに登録をしており、公

開･発信･活用協力会、東部･大波協力会、じょー

もぴあ宮畑協力会の３つの協力会があります。 

公開･発信･活用協力会は、案内ガイドや縄文体

験の補助など、宮畑遺跡の遺跡としての価値を伝

えるための活動を進めるグループ、東部･大波協

力会は地元地区の育成行事、地区行事、地区の特

産品の PR を地元住民の力によって進めるグル

ープ、じょーもぴあ宮畑協力会は、観光･まちづ

くりにかかわる活動や自然環境･文化活動にかか

わる活動を検討しているグループです。 

今年度は特に、８月の「じょーもぴあ宮畑まつ

り」におきまして、案内ガイド、縄文体験の補助、

物産販売などのコーナーの運営に当たるととも

に、「縄文シティサミット in ふくしま」の際には、

じょーもぴあ宮畑の魅力を全国に発信したいと

考えております。 

 

じょーもぴあ宮畑サポートネットワーク 

会  長  羽 田 清 久 

 

（次回は公開･発信･活用協力会の活動紹介です） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県道福島・保原線
工業団地 

北 

西 

次号は、「現在のじょーもぴあ宮畑の整備の様子」「宮畑公開講座（１、2 月に実施）」についてお知らせいたします（１２月発行） 

「縄文シティサミットｉｎふくしま」8 月 21 日（土）

「じょーもぴあ宮畑まつり」    8 月 22 日（日）
 

88 月月ににはは、、宮宮畑畑遺遺跡跡・・じじょょーーももぴぴああ宮宮畑畑にに関関わわるるイイベベンントトをを 22 日日間間続続けけてて開開催催ししまますす。。  

ここのの機機会会にに福福島島のの縄縄文文時時代代ににつついいてて、、楽楽ししくく学学んんだだりり、、遊遊んんだだりりししててみみまませせんんかか。。  

特集 

全国１２都市の紹介、遺跡や
観光パンフレットの配布など
があります。 

●にぎわい広場● 

参加費 
無料 

両日

8/21
(土) 

福島市出身の文化人３名によ

る、「文化の原点 縄文」に焦

点をあてた記念対談や、全国

12 都市の縄文遺跡の整備やま

ちづくりの紹介 

があります。 

こむこむ 

8/22 
(日) 

じょーもぴあ

宮畑にて

●じょーもぴあ宮畑 現地● 

史跡公園「じょーもぴあ宮畑」

を特別に一日公開します。 

勾玉作りや縄文ゲーム（景品あ

り）に参加してみよう！ 

９０ｃｍの柱を使った掘立柱建

物の復元の様子も見られるよ。 

物産販売コーナーもお楽しみ

に。 

宮宮畑畑遺遺跡跡のの発発掘掘かからら整整備備ままでで  

第第 11 回回「「宮宮畑畑遺遺跡跡ははいいつつ見見つつかかっったたのの」」  

日本全国の遺跡は、遺跡の台帳と遺跡地図が整

備され、それぞれの遺跡の所在地、時代、出土遺

物、地図上での遺跡範囲などが遺跡ごとに記され

ています。 

現在、福島市内の遺跡は全部で約１，２００箇

所にのぼりますが、宮畑遺跡はいつ頃からその存

在が知られていたのでしょうか。 

宮畑遺跡が遺跡として登録されたのは、昭和３

６年のことです。当時の台帳には、岡島字宮畑、

宮田周辺の広範囲に遺跡が広がっており、「宮畑

遺跡」として登録がされています。ただし、発掘

調査は行われていなかったため、採取された土器

により縄文時代の遺跡と判断されただけでした。

このように、福島工業団地造成が計画される前

から、この周辺に遺跡があることはわかっていた

ため、造成工事に先立ち、平成６年から試掘調査

が行われました。 

●わいわいホール● 

宮畑遺跡の範囲

月
輪
大
橋 阿武隈川

南北

福島工業団地

宮畑遺跡


